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１
．
は
じ
め
に
―
―
運
の
平
等
主
義
と
は
何
か

本
稿
は
、「
運
の
平
等
主
義
」（Luck Egalitarianism

）
の
潮
流
の
中
で
、
主
潮
流
と
目
さ
れ
る
ロ
ナ
ル
ド
・
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
（Ronald 

D
w

orkin
）
と
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ア
ー
ネ
ソ
ン
（Richard A

rneson

）
の
二
人
に
着
目
し
、
ま
ず
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
議
論
を
検
討
し
、
ド
ゥ

オ
ー
キ
ン
と
同
時
代
を
生
き
て
議
論
を
展
開
し
た
ア
ー
ネ
ソ
ン
に
よ
る
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
論
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
運
の
平
等
主
義
の

一
側
面
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
運
の
平
等
主
義
は
、
近
年
の
「
平
等
論
の
展
開
に
大
き
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
」

（
川
崎 2014: viii

）
と
も
言
わ
れ
、
良
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
若
干
の
説
明
を
し
て
お
こ
う
。

運
の
平
等
主
義
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
（Elizabeth A

nderson

）
が
「
平
等
論
の
論
点
は
何
か
」（“W

hat Is the Point 

of Equality?”

）
と
い
う
論
文
に
お
い
て
、
ア
ー
ネ
ソ
ン
、
Ｇ
．Ａ
．コ
ー
エ
ン
（Gerald A

. Cohen

）、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
、
ト
マ
ス
・
ネ
ー

ゲ
ル
（T

hom
as N

agel

）、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
マ
ー
（John Roem

er

）、
エ
リ
ク
・
ラ
コ
ウ
ス
キ
ー
（Eric Rakow

ski

）、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・

ヴ
ァ
ン
・
パ
リ
ー
ス
（Philippe V
an Parijs
）
等
の
主
要
な
平
等
主
義
者
に
よ
る
理
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
特
徴
づ
け
る
た
め
に
導
入
し
た

用
語
で
あ
る
（A

nderson 1999

：287-8, 290

）。
こ
の
運
の
平
等
主
義
と
い
う
考
え
方
に
よ
る
と
、
例
え
ば
、
道
を
歩
い
て
い
る
人
に
流

星
が
衝
突
す
る
と
い
う
よ
う
な
、
人
々
が
制
御
し
え
な
い
「
自
然
的
運
」（brute luck

）
か
ら
生
じ
る
不
平
等
は
不
正
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

そ
の
よ
う
な
不
平
等
は
、
匡
正
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
、
勤
勉
に
働
く
か
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
す
る

か
と
い
っ
た
事
柄
に
つ
い
て
、
人
々
が
選
択
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
不
平
等
（「
選
択
的
運
」（option luck

）
か
ら
生
じ
る
不
平
等
）

は
正
当
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
人
々
が
自
由
に
行
動
を
す
る
た
め
に
も
、
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る

（D
w

orkin 2000: 73-4

、
邦
訳
：105；

W
hite 2007: 78-80

）。

こ
の
運
の
平
等
主
義
に
つ
い
て
、
ア
ー
ネ
ソ
ン
は
、「
分
配
的
正
義
の
関
心
は
、
個
人
に
不
運
を
補
償
す
る
こ
と
に
あ
る
。
あ
る
人
々
は

幸
運
に
恵
ま
れ
、
あ
る
人
々
は
不
運
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
。
善
と
悪
の
分
配
を
変
え
る
こ
と
は
、
社
会
す
な
わ
ち
集
合
的
に
捉
え
ら
れ
る

（法政研究 86－3－358）
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私
た
ち
す
べ
て
の
責
任
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
人
間
生
活
を
構
成
す
る
め
ぐ
り
合
わ
せ
の
寄
せ
集
め
か
ら
、
善
と
悪
は
生
じ
る
。
…
…

分
配
的
正
義
は
、
幸
運
な
者
は
幸
運
か
ら
得
た
い
く
つ
か
、
あ
る
い
は
す
べ
て
を
不
運
な
者
へ
移
転
す
べ
き
だ
と
要
求
す
る
」（A

rneson 

2008
：80
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
別
の
説
明
を
付
記
す
る
と
、「
運
平
等
主
義
の
考
え
方
の
原
型
は
、
通
常
、
ロ
ナ
ル
ド
・
ド
ウ
ォ
ー
キ
ン

に
よ
る
ロ
ー
ル
ズ
分
配
的
正
義
論
の
建
設
的
批
判
に
帰
さ
れ
る
」（H

irose 2015: 41

、
邦
訳
：49

）、「
ド
ウ
ォ
ー
キ
ン
の
基
本
的
な
動
機
は
、

責
任
感
応
的
（responsibility-sensitive

）
な
平
等
主
義
の
分
配
的
正
義
論
を
提
案
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
を
承
け
て
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・

ア
ー
ネ
ソ
ン
と
Ｇ
．Ａ
．コ
ー
エ
ン
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
ド
ウ
ォ
ー
キ
ン
の
建
設
的
な
ロ
ー
ル
ズ
批
判
に
基
づ
い
て
、
運
平
等
主
義
と
し
て
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
を
発
展
さ
せ
た
の
で
あ
る
」（ibid: 42

、
同
：50

）。

以
下
で
は
、
２
で
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
「
厚
生
の
平
等
」（

１
）（equality of w

elfare

）
と
「
資
源
の
平
等
」（equality of resources

）
を
筆

者
な
り
に
読
み
解
い
て
み
る
。
そ
し
て
、
３
で
は
ア
ー
ネ
ソ
ン
の
比
較
的
最
近
の
業
績
で
あ
る
「
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
と
運
の
平
等
主
義
―
―
比

較
」（“D

w
orkin and Luck Egalitarianism

: A
 Com

parison”

）
を
紹
介
す
る
。

注（
１ 

）‘equality of w
elfare’

の
訳
語
に
つ
い
て
は
、「
福
利
の
平
等
」
と
い
う
訳
語
が
使
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
酒
匂
一
郎
教
授
は
「
厚
生
の
平
等
」
と
い

う
訳
語
を
使
用
さ
れ
て
お
り
（
酒
匂 2019

：256-7

）、
本
稿
も
そ
れ
に
な
ら
う
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
川
本 

一
九
九
五
、
亀
本 

二
〇
一
五
に
お
い
て
も
、

「
厚
生
の
平
等
」
と
い
う
訳
語
と
な
っ
て
い
る
。

２
．
ロ
ナ
ル
ド
・
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
平
等
論

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ウ
ル
フ
（Jonathan W

olff

）
は
、「
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
『
至
高
の
徳
』（Sovereign V

irtue

：
邦
訳
名
『
平
等
と
は
何
か
』）

（86－3－359）
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に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
特
集
で
の
序
文
に
て
、『
至
高
の
徳
』
の
第
一
章
・
二
章
の
元
に
な
っ
た
論
文
（“W

hat Is Equality? Part 1: 

Equality of W
elfare”

（1981

） &
“W

hat Is Equality? Part 2: Equality of Resources”

（1981

））
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
一
九
八
一
年
の
ロ
ナ
ル
ド
・
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
に
よ
る
平
等
に
関
す
る
二
つ
の
論
文
の
公
表
は
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
二
〇
世
紀
後
半
に

お
け
る
英
語
圏
の
政
治
哲
学
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
貢
献
の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
」（W

olff 2002

：5

）。

こ
の「
平
等
と
は
何
か
」と
い
う
二
つ
の
論
文
は
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
主
要
な
主
張
を
述
べ
たPart 2

「
資
源
の
平
等
」に
限
っ
て
も
、
ウ
ィ

ル
・
キ
ム
リ
ッ
カ
（W

ill K
ym

licka

）
も
述
べ
る
よ
う
に
、「
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、
保
険
機
構
、
自
由
市
場
、
課
税
を
使
用
し
た
複
雑
な
も
の
」

（K
ym

licka 2002: 75

、
邦
訳
：110

）
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
議
論
を
辿
り
な
が
ら
、
資
源
の
平
等
を
中
心
と
し
て
、
ド
ゥ

オ
ー
キ
ン
の
平
等
論
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
は
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
「
平
等
な
配
慮
と
尊
重
」（equal concern and respect

）

に
つ
い
て
の
考
え
方
、
次
に
、「
厚
生
の
平
等
」
批
判
を
そ
れ
ぞ
れ
簡
単
に
紹
介
し
、
さ
ら
に
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
平
等
論
の
中
核
と
も
い
う

べ
き
「
資
源
の
平
等
」
論
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

２
．
１
．「
平
等
な
配
慮
と
尊
重
」

『
権
利
論
』
を
著
し
、
権
利
基
底
的
理
論
の
代
表
的
論
者
と
目
さ
れ
る
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
が
、
自
ら
の
権
利
論
の
基
底
に
据
え
て
い
る
の

は
、「
平
等
な
配
慮
と
尊
重
へ
の
権
利
」（the right to equal concern and respect

）
と
い
う
抽
象
的
な
自
然
権
で
あ
る
（D

w
orkin 

1977

：180-3

、
邦
訳 1986

：238-241

）。
こ
れ
を
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
万
人
が
受
け
入
れ
て
い
る
政
治
的
道
徳
の
要
請
で
あ
る
と
し
て
、「
政

府
は
そ
の
支
配
に
服
す
る
人
々
を
配
慮
（concern

）
を
も
っ
て
…
…
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
尊
重
（respect

）
を
も
っ
て
…
…

扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
更
に
政
府
は
…
…
彼
ら
を
平
等
な
配
慮
と
尊
重
を
も
っ
て
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（ibid

：272-3

、
邦
訳 

2001

：65

）
と
言
う
。
そ
し
て
、
政
府
が
人
々
に
財
や
機
会
を
分
配
す
る
際
に
は
、
不
平
等
な
分
配
を
行
っ
て
は
な
ら
ず
、
さ
ら
に
、
政
府

（法政研究 86－3－360）
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は
特
定
の
集
団
に
属
す
る
個
人
が
抱
く
善
観
念
の
良
し
悪
し
を
理
由
に
し
て
自
由
を
制
限
し
て
は
な
ら
な
い
。「
こ
れ
ら
の
要
請
を
一
つ
の

総
体
と
し
て
捉
え
た
と
き
、
そ
れ
は
平
等
の
リ
ベ
ラ
ル
な
観
念
と
呼
び
う
る
も
の
を
述
べ
て
い
る
こ
と
に
な
る
」（ibid: 273

、
同
）。

ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、『
平
等
と
は
何
か
』（D

w
orkin 2000

）
で
も
、
政
府
が
、
市
民
全
体
の
運
命
（fate

）
に
対
し
て
平
等
な
配
慮
を

示
さ
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
政
府
は
正
当
で
は
な
い
と
述
べ
、
平
等
な
配
慮
は
政
治
共
同
体
の
至
高
の
徳
で
あ
る
と
主
張
す
る
（D

w
orkin 

2000

：11-64
、
邦
訳
：1

）。
さ
ら
に
続
け
て
、
国
家
の
富
が
極
め
て
不
平
等
に
分
配
さ
れ
て
い
る
と
き
、
そ
の
国
家
が
平
等
な
配
慮
を
示
し

て
い
る
か
疑
わ
し
い
と
言
う
。
な
ぜ
な
ら
、
富
の
分
配
は
法
秩
序
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
、
市
民
の
富
は
共
同
体
の
制
定
法
に
よ
っ
て
左
右

さ
れ
る
か
ら
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
平
等
な
配
慮
は
、
資
源
の
平
等
と
い
う
実
質
的
平
等
の
一
形
態
を
政
府
が
目
指
す
こ
と
を
要

求
す
る
、
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
（ibid

：3

、
同
：10

）。

２
．
２
．
厚
生
の
平
等
批
判

ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
自
説
で
あ
る
資
源
の
平
等
が
、
厚
生
の
平
等
に
比
べ
て
優
位
な
理
論
で
あ
る
こ
と
を
、
厚
生
の
平
等
を
詳
細
に
検

討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
導
こ
う
と
す
る
（ibid

：11-64
、
同
：19-93

）。
ま
ず
、
個
別
的
な
厚
生
の
平
等
の
諸
観
念
を
一
つ
一
つ
検
討
し
て
、

そ
れ
ら
す
べ
て
を
論
駁
し
た
後
、
そ
れ
ら
の
い
く
つ
か
を
統
合
さ
せ
た
理
論
を
検
討
す
る
。
組
み
合
わ
せ
て
理
論
化
し
て
、
改
良
を
図
っ
た

統
合
理
論
も
、
や
は
り
問
題
が
あ
る
と
結
論
づ
け
る
。
そ
し
て
、
厚
生
の
平
等
理
論
は
す
べ
て
破
綻
し
て
い
る
と
批
判
し
て
、
自
説
の
資
源

の
平
等
を
展
開
す
る
わ
け
で
あ
る
。

ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
厚
生
を
あ
る
人
間
の
選
好
や
目
的
や
企
図
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
際
の
成
功
（success

）
の
問
題
で
あ
る
と
す
る

理
論
（「
成
功
理
論
」）
や
、
厚
生
を
喜
び
（enjoym

ent

）
と
捉
え
る
考
え
方
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
を
加
え
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
喜

び
と
か
相
対
的
成
功
の
向
上
や
低
下
だ
け
に
注
目
し
て
、
こ
れ
ら
を
人
々
が
平
等
な
存
在
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
か
否
か
の
測
定
規
準
に
す

（86－3－361）
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る
こ
と
は
正
し
い
と
思
わ
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
人
々
は
こ
の
よ
う
な
特
定
の
観
念
に
お
い
て
理
解
さ
れ
た
福
利〔
＝
厚
生（
筆
者
注
）〕を
、

夫
々
異
な
っ
た
仕
方
で
評
価
す
る
か
ら
で
あ
る
」（ibid

：63

、
同
：91

）。
ま
た
、
全
体
的
な
成
功
を
測
定
規
準
に
す
る
に
は
独
立
し
た
テ

ス
ト
規
準
が
既
に
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
に
す
る
か
ら
役
立
た
な
い
と
切
り
捨
て
る
。
そ
う
し
て
、
人
々
を
平
等
な
存
在
と
し
て
扱
う
こ
と

に
関
す
る
理
論
と
し
て
理
解
さ
れ
た
厚
生
の
平
等
は
、
一
般
に
想
定
さ
れ
る
ほ
ど
に
は
し
っ
か
り
し
た
理
論
で
は
な
い
と
主
張
す
る
（ibid

：

64

、
同
：92
）。２

．
３
．
資
源
の
平
等

資
源
の
平
等
は
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
が
信
奉
す
る
考
え
方
で
あ
る
。

ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
ま
ず
、
資
源
の
平
等
に
関
す
る
概
念
の
説
明
か
ら
始
め
、
こ
の
資
源
の
平
等
の
検
討
を
、
無
人
島
に
漂
着
し
た
人
々
に

よ
る
競
売
に
よ
る
分
配
と
い
う
仮
想
事
例
を
用
い
て
検
討
し
て
い
く
。
競
売
に
よ
っ
て
、
平
等
な
分
配
が
実
現
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
、

人
々
が
生
活
し
て
い
く
に
つ
れ
、
差
異
が
当
然
生
じ
る
。
そ
の
一
因
と
し
て
運
も
あ
る
。
様
々
な
運
を
保
険
と
い
う
装
置
を
使
用
し
て
、
平

等
を
目
指
し
う
る
の
か
に
つ
い
て
の
検
討
が
な
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
労
働
と
賃
金
、
能
力
の
相
対
的
欠
如
に
対
処
す
る
保
険
、
保
険
料
と
し

て
の
税
金
、
他
の
正
義
理
論
と
い
う
順
に
検
討
さ
れ
る
。

２
．
３
．
１
．
資
源
の
平
等
を
考
察
す
る
前
提
条
件

（
１
）
資
源
の
平
等
の
定
義
と
私
的
所
有

ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、「
資
源
の
平
等
と
は
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
資
源
で
あ
ろ
う
と
個
人
に
よ
っ
て
私
的
に
所
有
さ
れ
う
る
資
源
に
関
す

（法政研究 86－3－362）
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る
平
等
の
こ
と
で
あ
る
」（ibid

：65

、
同
：94

）
と
述
べ
る
。

私
的
所
有
は
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
に
よ
る
と
、
人
間
と
物
と
の
間
の
単
一
的
で
固
定
的
な
関
係
で
は
な
く
、
政
治
的
に
確
定
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
資
源
の
平
等
な
分
割
と
い
う
問
題
は
、
資
源
を
割
り
当
て
ら
れ
た
者
が
、
ど
の
よ
う
な
権
力
を
獲
得
す
る
か
と
い

う
問
題
を
包
含
す
る
と
い
う
。

（
２
）
資
源
の
平
等
と
市
場

ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、「
資
源
の
平
等
な
分
割
は
、
…
…
何
ら
か
の
形
態
の
経
済
市
場
を
前
提
と
す
る
」（ibid

：66

、
同
：95

）
こ
と
を
議

論
し
た
い
と
述
べ
る
。
彼
は
、
一
八
世
紀
以
降
、
市
場
は
、
社
会
の
目
標
を
達
成
す
る
装
置
と
し
て
賞
賛
さ
れ
、
個
人
の
自
由
の
必
要
条
件

と
し
て
賛
美
さ
れ
て
き
た
観
念
で
あ
る
が
、
他
方
で
そ
れ
は
、
平
等
の
敵
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
る
。
原
因
は
、
産
業
国
家

に
お
い
て
発
展
し
た
市
場
が
、
所
有
の
広
範
な
不
平
等
を
許
容
し
、
促
進
さ
せ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
市
場
や
自
由
に
対
抗
す
る
も
の
と
し

て
平
等
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
結
果
と
し
て
、
賢
明
で
中
庸
を
え
た
政
策
と
は
、
市
場
を
制
約
し
、
対
抗
す
る
価
値
の
間
で
均
衡
の
取

れ
た
妥
協
を
見
出
す
こ
と
と
さ
れ
て
き
た
と
述
べ
る
。
そ
の
上
で
敢
え
て
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、「
極
め
て
多
様
な
財
や
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
価

格
を
決
定
す
る
装
置
と
し
て
の
経
済
市
場
の
観
念
が
、
資
源
の
平
等
に
つ
い
て
の
魅
力
あ
る
理
論
展
開
の
中
心
に
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
、
提
案
す
る
こ
と
を
試
み
よ
う
」（ibid

：66

、
同
：95-6
）
と
述
べ
る
。

（
３
）
競
売

ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
船
の
難
破
で
漂
流
し
た
大
勢
の
人
々
が
、
資
源
豊
富
な
無
人
島
に
漂
着
し
た
と
い
う
仮
想
事
例
を
用
い
て
、
検
討
し

て
い
る
（ibid

：66-69

、
同
：96-99

）。
平
等
な
分
割
の
た
め
に
、
羨
望
テ
ス
ト
（envy test

）
が
導
入
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
分
割
の
完
成
後
、

す
べ
て
の
移
住
者
が
、
自
己
の
資
源
の
束
よ
り
も
他
人
の
資
源
の
束
を
羨
望
・
選
好
し
な
い
状
態
と
な
る
か
の
テ
ス
ト
で
あ
る
。

（86－3－363）
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ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
が
強
調
す
る
の
が
、
各
人
の
選
択
相
互
間
の
影
響
で
あ
る
（ibid

：69-70

、
同
：99-100

）。
彼
に
よ
る
と
、
資
源
の
平
等

の
も
と
で
は
、
人
々
は
、
自
分
の
選
択
に
よ
っ
て
他
人
が
負
う
コ
ス
ト
を
背
景
に
、
追
求
す
べ
き
生
活
を
決
定
す
る
。
資
源
の
平
等
は
、
各

人
の
資
源
が
平
等
に
割
り
当
て
ら
れ
る
こ
と
を
要
請
す
る
の
で
、
計
量
器
が
必
要
と
な
る
。
羨
望
テ
ス
ト
は
、
一
人
の
人
間
の
生
涯
に
割
り

当
て
ら
れ
る
べ
き
社
会
的
資
源
を
測
定
す
る
真
の
尺
度
は
、
当
の
資
源
が
現
実
に
他
人
に
と
っ
て
ど
れ
ほ
ど
重
要
な
も
の
か
を
問
う
こ
と
に

よ
り
定
ま
る
と
想
定
し
て
お
り
、
こ
の
測
定
を
行
う
の
が
競
売
で
あ
る
。

こ
の
平
等
な
競
売
と
い
う
装
置
が
、
仮
想
事
例
で
は
有
益
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
果
た
し
て
資
源
の
平
等
に
つ
い
て
の
よ
り
一
般
的
な
説

明
を
発
展
さ
せ
る
際
に
も
役
立
つ
か
ど
う
か
を
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
問
題
に
す
る
（ibid

：71-73

、
同
：101-104

）。
労
働
や
投
資
や
商
取
引

を
伴
う
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
経
済
体
制
を
も
つ
社
会
に
お
い
て
、
資
源
の
平
等
を
展
開
で
き
る
よ
う
に
、
競
売
の
装
置
を
精
密
化
で
き
る
か
を

問
う
べ
き
だ
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
競
売
の
装
置
は
、
現
実
の
政
治
制
度
を
計
画
す
る
と
き
に
も
役
立
つ
と
主
張
す
る（

１
）。

ま
ず
は

満
足
で
き
る
モ
デ
ル
を
作
り
、
制
度
を
モ
デ
ル
に
近
接
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

２
．
３
．
２
．
運
と
保
険

（
１
）
選
択
的
運
と
自
然
的
運

こ
の
平
等
な
競
売
の
思
考
実
験
で
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
運
の
平
等
主
義
に
つ
い
て
の
「
看
板
概
念
」
と
も
言
う
べ
き
、
選
択
的
運
と
自
然

的
運
を
提
唱
す
る
（ibid

：73

、
同
：104-105

）。
こ
の
説
明
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
。

ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
こ
の
二
つ
の
運
を
き
れ
い
に
線
引
き
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
微
妙
な
事
例
も
あ
る
こ
と
を
認
め
る
。
さ
ら
に
、
保
険

が
利
用
で
き
る
限
り
で
は
、
こ
の
選
択
的
運
と
自
然
的
運
と
い
う
二
つ
の
運
を
保
険
が
連
結
す
る
（ibid

：74

、
同
：105-106

）。
保
険
加

入
者
が
災
害
に
あ
っ
た
場
合
、
自
然
の
不
運
を
被
っ
た
こ
と
に
か
わ
り
が
な
い
が
、
保
険
に
非
加
入
で
あ
っ
た
場
合
に
比
べ
れ
ば
、
よ
り
良

（法政研究 86－3－364）
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い
選
択
的
運
に
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
述
べ
た
う
え
で
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
二
つ
の
運
を
さ
ら
に
詳
し
く
検
討
し
て
い
る
（ibid

：74-76

、
同
：106-109

）。

①
選
択
的
運
と
再
分
配

ま
ず
、
異
な
っ
た
選
択
的
運
か
ら
生
じ
る
、
異
な
っ
た
収
入
や
富
は
、
資
源
の
平
等
に
合
致
す
る
か
、
と
問
う
。

ⅰ 　

安
全
な
方
策
を
と
っ
た
人
々
と
、
賭
け
に
勝
っ
た
人
々
と
の
間
の
富
の
相
違
を
考
察
す
る
（ibid

：74

、
同
：106

）。
あ
る
人
々
は

危
険
を
冒
す
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
、
他
の
人
々
は
こ
れ
を
嫌
う
。
こ
の
性
格
の
相
違
も
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
安
全

な
方
策
を
選
択
し
た
人
が
、
賭
け
に
勝
っ
て
富
を
取
得
し
た
人
よ
り
も
少
な
い
富
を
持
つ
結
果
と
な
っ
て
も
、
異
議
を
唱
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
言
う
。

ⅱ 　

賭
け
の
勝
者
と
敗
者
、
お
よ
び
事
後
的
な
再
分
配
に
つ
い
て
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
負
け
て
損
を
す
る
か
も
し
れ
な
い
可
能
性
は
、

得
を
す
る
可
能
性
の
公
正
な
る
代
価
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
（ibid

：74-75

、
同
：106-107

）。

さ
ら
に
、
賭
け
の
勝
者
か
ら
敗
者
へ
の
事
後
的
な
再
分
配
を
行
う
べ
き
か
と
、
彼
は
問
い
を
立
て
、
勝
者
が
敗
者
へ
の
分
与
を
要
求
さ
れ

る
な
ら
ば
、
誰
も
賭
け
な
ど
し
な
い
だ
ろ
う
し
、
そ
う
す
る
と
勝
者
と
敗
者
の
双
方
が
選
好
す
る
人
生
も
送
れ
な
い
こ
と
に
な
る
と
言
う
。

賭
け
で
損
を
す
る
可
能
性
は
、
賭
け
で
得
を
す
る
可
能
性
を
も
含
む
よ
う
な
人
生
を
送
る
た
め
に
支
払
う
べ
き
正
し
い
代
価
で
あ
る
と
述
べ

る
。「
資
源
の
平
等
は
人
々
が
自
ら
送
る
生
活
の
真
の
コ
ス
ト
を
支
払
う
べ
き
こ
と
を
要
求
す
る
、
と
い
う
原
理
は
、
人
々
に
対
す
る
こ
の

よ
う
な
異
な
っ
た
取
り
扱
い
を
断
罪
す
る
ど
こ
ろ
か
、
こ
れ
を
支
持
す
る
」（ibid
：76

、
同
：108

）。

（86－3－365）
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②
自
然
の
不
運
と
再
分
配

次
に
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
自
然
の
不
運
の
事
例
を
取
り
上
げ
る
（ibid

：76

、
同
：108-109

）。
二
人
の
人
間
が
ほ
ぼ
同
じ
人
生
を
送
っ

て
い
た
が
、
一
人
が
突
然
に
失
明
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
結
果
と
し
て
両
者
の
収
入
に
生
じ
る
相
違
を
、
リ
ス
ク
を
冒
し
て
選
択
し
た
と

は
説
明
で
き
な
い
し
、
選
好
す
る
生
活
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
再
分
配
が
不
可
能
と
い
う
こ
と
も
で
き
な
い
。
不
慮
の
出
来
事
は
、

人
々
の
選
択
と
は
何
の
関
連
も
な
い
し
、
リ
ス
ク
を
冒
す
こ
と
と
再
分
配
は
関
係
な
い
。
生
得
的
な
失
明
な
ら
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

③
保
険
に
よ
る
二
つ
の
運
の
架
橋

こ
こ
で
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
保
険
が
二
種
類
の
運
を
架
橋
す
る
と
言
う
（ibid

：76-77

、
同
：109-110

）。
競
売
に
お
い
て
は
、
障
害
に

対
す
る
保
険
が
利
用
可
能
と
想
定
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
失
明
は
、
お
お
か
た
は
自
然
的
運
と
言
え
る
だ
ろ
う
が
、
失
明
に
備
え
て
保
険
に
加

入
す
る
か
ど
う
か
は
選
択
的
運
で
あ
る
。
保
険
契
約
者
は
、
担
保
範
囲
の
レ
ヴ
ェ
ル
を
自
由
に
選
択
で
き
、
失
明
す
る
事
故
に
あ
う
可
能
性

は
同
等
で
あ
る
。
加
入
を
選
択
す
る
者
、
選
択
し
な
い
者
、
あ
る
い
は
担
保
範
囲
に
関
し
て
も
高
い
保
険
に
加
入
す
る
者
と
し
な
い
者
、
と

い
っ
た
相
違
が
現
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
相
違
し
た
態
度
は
異
な
っ
た
見
解
を
反
映
し
て
お
り
、
端
的
に
言
え
ば
、
視
力
に
大
き
な
価
値
認
め

る
か
ど
う
か
を
反
映
し
て
い
る
と
言
う
。
す
な
わ
ち
、
一
方
は
失
明
の
悲
劇
的
状
態
の
下
で
は
、
金
銭
補
償
は
無
価
値
だ
と
考
え
る
の
に
対

し
、
他
方
は
、
援
助
や
特
殊
訓
練
に
関
心
を
向
け
て
い
る
と
言
う
の
だ
。
あ
る
い
は
、
リ
ス
ク
の
価
値
づ
け
の
相
違
で
あ
る
か
も
し
れ
ず
、

資
源
を
犠
牲
に
し
て
慎
重
な
生
活
を
送
る
よ
り
も
、
今
の
生
活
を
輝
か
し
い
も
の
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
言
う
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
資
源
の
平
等
の
考
え
方
か
ら
す
る
と
、
罹
災
し
た
加
入
者
と
非
加
入
者
の
間
で
再
分
配
を
要

求
し
な
い
と
言
う
。
保
険
が
利
用
可
能
だ
っ
た
事
実
は
、
選
択
的
運
に
属
す
る
事
柄
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
先
行
す
る
リ
ス
ク
が
平
等
で

あ
る
条
件
下
で
は
、
選
択
的
運
か
ら
生
じ
る
結
果
を
乱
す
べ
き
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
罹
災
し
な
か
っ
た
加
入
者
と
非
加
入
者
に
つ
い
て
も
、

加
入
者
の
場
合
は
保
険
の
た
め
に
資
源
を
消
費
し
た
た
め
選
択
的
運
が
悪
か
っ
た
と
も
言
え
る
が
、
そ
れ
を
も
っ
て
非
加
入
者
に
再
分
配
を

（法政研究 86－3－366）
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要
求
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
き
な
い
と
す
る
。

（
２
）
運
・
リ
ス
ク
・
嗜
好
と
保
険

①
障
害
の
リ
ス
ク
・
人
生
観
・
保
険
市
場

こ
こ
か
ら
、
障
害
の
リ
ス
ク
の
話
に
な
る
（ibid

：77

、
同
：110

）。
災
害
を
被
り
身
体
障
害
者
に
な
る
リ
ス
ク
が
平
等
に
存
在
し
、
そ

れ
に
備
え
て
保
険
に
入
る
機
会
を
有
し
て
い
る
な
ら
、
身
体
障
害
は
資
源
の
平
等
に
と
っ
て
何
ら
特
別
な
問
題
を
提
起
す
る
こ
と
は
な
い
。

問
題
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
身
体
障
害
者
、
保
険
に
入
る
知
識
や
資
金
を
持
つ
前
に
障
害
を
負
う
人
が
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
将
来

に
お
い
て
身
体
障
害
者
に
な
る
可
能
性
は
、
遺
伝
的
な
経
路
で
偏
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、
保
険
市
場
の
観
念
は
、
反
事
実
的
な
指
針
を
与

え
て
く
れ
る
た
め
、
こ
の
指
針
に
従
っ
て
、
資
源
の
平
等
は
問
題
に
対
処
で
き
る
と
言
う
。

ま
ず
、
も
し
す
べ
て
の
人
が
特
定
の
年
齢
に
達
す
る
と
身
体
上
・
精
神
上
の
障
害
を
被
る
同
一
の
リ
ス
ク
を
有
し
て
お
り
、
障
害
者
と
な

る
人
の
総
数
は
現
在
と
同
じ
ま
ま
と
し
た
場
合
、
社
会
の
平
均
的
な
成
員
は
、
障
害
に
備
え
て
ど
の
担
保
範
囲
の
保
険
に
入
る
だ
ろ
う
か
と

問
う
（ibid

：77-78

、
同
：110-112

）。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
そ
の
平
均
的
な
人
は
、
平
均
的
な
レ
ヴ
ェ
ル
で
保
険
に
加
入
し
た
で
あ
ろ
う
し
、

こ
れ
に
応
じ
た
レ
ヴ
ェ
ル
で
障
害
へ
の
補
償
が
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
答
え
る
。
し
か
し
、
人
々
は
各
々
の
人
生
観
（
送
り
た
い
人
生
）
を
前

提
に
し
て
、
ど
の
程
度
の
資
源
を
保
険
料
に
使
用
す
る
か
を
決
定
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
生
得
的
あ
る
い
は
子
供
の
と
き
に
障
害
を
負
っ

た
人
が
、
も
し
障
害
が
な
か
っ
た
ら
、
ど
の
程
度
の
保
険
に
加
入
し
た
か
を
判
断
す
る
の
は
難
問
で
あ
る
。
ま
ず
障
害
が
な
か
っ
た
と
し
た

ら
、
い
か
な
る
人
生
計
画
を
し
た
か
の
判
断
を
下
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
に
は
解
答
は
あ
り
え
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
反
事
実
的
な
判
断
は
必
要
な
い
と
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
言
う
（ibid

：78-79

、
同
：112-113

）。
な
ぜ
な
ら
、
保
険
市
場
は
、

た
い
て
い
の
人
々
が
一
般
的
な
方
法
で
保
険
を
か
け
る
リ
ス
ク
を
示
す
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
っ
て
構
造
化
さ
れ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
災
害
上

の
リ
ス
ク
は
、
現
実
の
保
険
市
場
に
よ
っ
て
無
作
為
に
分
配
さ
れ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
言
う
。
そ
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
人

（86－3－367）
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は
、
障
害
に
対
し
て
保
険
加
入
す
る
際
、
保
険
の
価
値
を
ほ
ぼ
同
じ
仕
方
で
評
価
し
て
い
る
と
想
定
し
て
よ
い
と
言
う
。
た
だ
し
、
ド
ゥ
オ
ー

キ
ン
は
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
に
対
す
る
一
般
化
を
し
て
、
保
険
市
場
に
任
せ
て
お
け
ば
よ
い
と
考
え
て
よ
い
の
か
に
つ
い
て
は
、
ほ

と
ん
ど
理
由
を
述
べ
て
い
な
い
。

②
予
め
の
金
銭
補
償

次
に
、
資
源
の
平
等
の
立
場
か
ら
見
て
、
身
体
障
害
の
問
題
に
関
し
て
採
り
う
る
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
考
察
さ
れ
る
（ibid

：79-80

、
同
：

113-114

）。
そ
れ
は
、
身
体
的
・
精
神
的
能
力
は
各
人
の
資
源
の
一
部
と
見
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
よ
っ
て
生
得
的
な
障
害
者
は
他
者
よ

り
少
な
い
資
源
で
出
発
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
予
め
金
銭
（paym

ents

）
を
移
転
し
て
同
じ
レ
ヴ
ェ
ル
に
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
べ
き

で
あ
り
、
そ
の
後
、
残
り
の
資
源
を
平
等
な
市
場
で
競
売
に
か
け
る
と
い
う
想
定
で
あ
る
。
こ
の
予
め
の
金
銭
補
償
は
、
厄
介
な
問
題
を
提

起
す
る
と
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
言
う
。
一
つ
に
は
、
補
償
の
標
準
と
し
て
の
役
目
を
果
す
「
通
常
の
」
力
に
関
す
る
何
ら
か
の
基
準
を
必
要
と

す
る
こ
と
で
あ
る
。
誰
の
力
が
通
常
の
力
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
厄
介
な
問
題
で
あ
る
。
更
に
、
厚
生
の
平
等
で
問
題
に
さ
れ
た
類

似
の
補
償
と
同
一
の
欠
陥
を
含
む
と
言
う
。
い
か
に
補
償
額
を
増
や
し
て
も
、
生
得
的
に
障
害
を
も
つ
人
々
の
肉
体
的
・
精
神
的
資
源
を
、

「
通
常
」
と
判
断
さ
れ
た
人
と
平
等
に
し
て
い
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
議
論
は
当
初
の
補
償
に
上
限
を
規
定
し
な
い

で
、
政
治
的
妥
協
に
規
定
を
委
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
政
治
的
妥
協
は
、
仮
想
的
保
険
市
場
が
命
じ
る
よ
り
も
少
な
い
よ
う
な
補
償

を
与
え
る
こ
と
に
な
る
と
主
張
す
る
。

も
う
一
つ
別
の
厄
介
な
問
題
は
力
で
あ
る
と
言
う
。
力
は
操
作
し
た
り
移
転
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
通
常
の
資
源
と
同

じ
よ
う
な
意
味
で
、
平
等
理
論
の
対
象
と
な
る
資
源
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
資
源
の
平
等
が
、
肉
体
的
・
精
神
的
な

資
源
を
可
能
な
限
り
平
等
に
す
る
よ
う
に
す
べ
き
と
主
張
す
る
こ
と
は
、
身
体
障
害
の
問
題
を
誤
っ
て
捉
え
る
こ
と
に
な
る
と
ド
ゥ
オ
ー
キ

ン
は
言
う
。
そ
し
て
、
問
題
と
す
べ
き
は
、
独
立
し
た
物
的
資
源
の
所
有
が
、
身
体
的
・
精
神
的
な
力
に
存
在
す
る
差
異
に
よ
っ
て
、
ど
の

（法政研究 86－3－368）
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程
度
ま
で
影
響
さ
れ
る
べ
き
か
を
決
定
す
る
こ
と
だ
と
主
張
す
る
。

③
奇
抜
な
嗜
好

さ
ら
に
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
移
住
者
が
強
制
保
険
を
通
じ
て
仮
想
保
険
市
場
を
現
実
化
し
て
い
く
と
想
定
し
て
、
検
討
を
進
め
る

（ibid

：80-81
、
同
：114-115

）。
障
害
の
リ
ス
ク
が
事
前
に
同
等
な
ら
、
ど
の
保
険
を
購
入
し
た
か
を
推
量
し
、
保
険
料
を
定
め
、
こ
れ
を

強
制
保
険
と
し
て
仮
想
的
な
保
険
市
場
を
実
現
す
る
と
想
定
す
る
。
こ
こ
で
、
一
つ
の
問
題
を
検
討
す
る
。
そ
の
問
題
と
は
、
身
体
障
害

と
、
選
好
や
企
図
・
野
心
に
関
す
る
偶
然
的
事
情
と
の
区
別
で
あ
る
。
こ
の
偶
然
的
事
情
―
―
資
源
が
現
実
に
入
手
可
能
な
も
の
か
ど
う

か
、
ど
れ
く
ら
い
人
気
の
あ
る
嗜
好
か
ど
う
か
等
―
―
も
厚
生
に
影
響
す
る
が
、
資
源
の
平
等
で
は
補
償
の
対
象
外
と
な
る
。
こ
の
奇
抜
な

（eccentric

）
嗜
好
、
た
ま
た
ま
入
手
す
る
の
が
困
難
な
た
め
高
く
つ
く
嗜
好
を
、
障
害
と
見
な
す
こ
と
が
公
正
と
考
え
ら
れ
な
い
か
と
問

う
の
で
あ
る
。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
に
よ
る
答
え
は
、
こ
う
で
あ
る
。
生
得
的
に
重
大
な
障
害
を
持
つ
人
は
、
他
者
よ
り
も
少
な
い
資
源
し
か
与

え
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
資
源
の
平
等
の
も
と
で
は
、
こ
の
こ
と
こ
そ
補
償
を
正
当
化
す
る
根
拠
と
な
り
、
矯
正
の
対
象
と
な
る
。
し

か
し
、
原
因
は
何
で
あ
れ
、
高
価
な
嗜
好
を
有
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
が
自
由
に
利
用
で
き
る
資
源
は
、
他
者
に
比
べ
て
少
な
い
と
は
言

え
な
い
。
嗜
好
や
選
好
が
平
等
に
分
配
さ
れ
て
い
る
場
合
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
現
在
す
る
資
源
と
人
々
の
選
好
に

関
す
る
情
報
を
集
中
さ
せ
る
競
売
は
、
平
等
の
資
源
を
誰
も
が
自
由
に
利
用
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
を
測
定
す
る
唯
一
の
尺
度
で
あ
る
。
も

し
競
売
が
平
等
な
も
の
な
ら
、
奇
抜
な
嗜
好
を
持
つ
人
で
あ
っ
て
も
、
平
等
な
物
的
資
源
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

嗜
好
や
選
好
の
平
等
な
分
配
を
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
が
先
に
退
け
た
厚
生
の
平
等
論
に
依
拠
せ
ず
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
と
る
資
源
の
平
等
論

か
ら
、
表
現
で
き
な
い
の
は
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
し
て
も
、
な
ぜ
平
等
な
競
売
を
通
し
て
の
分
配
が
平
等
な
結
果
を
も
た
ら
す

か
に
つ
い
て
の
説
明
は
こ
こ
で
は
な
い
。
た
ぶ
ん
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
競
売
の
良
さ
に
つ
い
て
は
十
分
説
明
し
た
と
述
べ
る
だ
ろ
う
が
。

こ
の
後
で
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
以
上
の
議
論
は
、
人
格
（person

）
と
そ
の
環
境
（circum

stances

）
を
区
別
し
た
も
の
で
あ
り
、

（86－3－369）

18 ー法政研究第86巻３号（細見）.indd   953 2019/11/27   18:44:27



論　説

954

あ
る
個
人
の
嗜
好
や
企
図
を
彼
の
人
格
に
割
り
当
て
、
身
体
的
・
精
神
的
能
力
を
彼
の
人
格
の
環
境
に
割
り
当
て
て
い
る
と
述
べ
る
（ibid

：

81-82
、
同
：116

）。
こ
れ
は
、
自
分
の
企
図
が
他
人
に
ど
れ
ほ
ど
の
コ
ス
ト
を
与
え
る
か
を
考
慮
し
な
が
ら
、
自
分
の
企
図
を
形
成
し
て
い

く
よ
う
な
人
間
の
捉
え
方
で
あ
り
、
資
源
の
平
等
の
中
核
に
あ
る
構
図
で
あ
る
と
述
べ
る
。

④
望
ま
な
い
嗜
好

な
お
も
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
次
の
よ
う
な
問
題
を
検
討
す
る
（ibid

：82-83

、
同
：116-117

）。
人
間
は
あ
る
こ
と
を
熱
望
し
て
い
る
が
、

実
の
と
こ
ろ
は
熱
望
し
な
い
こ
と
を
欲
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
熱
望
が
人
生
の
障
害
と
な
り
、
叶
え
ら
れ
な
い
と
フ
ラ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
苦
痛
さ
え
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
種
の
嗜
好
を
持
つ
こ
と
を
本
人
は
残
念
に
思
う
が
、
こ
れ
を
無

視
す
る
こ
と
も
苦
痛
で
あ
る
場
合
、
そ
れ
は
障
害
に
近
接
し
な
い
か
。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
次
の
よ
う
に
応
答
す
る
。「
資
源
の
平
等
が
要
求

す
る
区
別
は
、
人
生
の
成
功
は
い
か
な
る
も
の
か
を
規
定
し
、
そ
の
理
想
が
人
々
に
与
え
る
信
念
や
態
度
と
、
そ
の
成
功
に
と
っ
て
の
手
段

や
障
害
と
な
る
も
の
を
あ
て
が
い
、
そ
の
理
想
が
個
人
の
環
境
に
与
え
る
身
体
的
・
精
神
的
・
人
格
的
な
特
徴
と
の
区
別
で
あ
る
」（ibid

：

82

、
同
：117

）。
た
ま
た
ま
こ
の
種
の
欲
求
を
持
つ
蓋
然
性
が
す
べ
て
の
人
に
同
等
で
あ
る
と
想
定
し
た
と
し
て
、
こ
の
リ
ス
ク
に
対
し
て

一
般
的
に
保
険
加
入
す
る
だ
ろ
う
か
。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
お
そ
ら
く
多
く
の
人
は
、
精
神
疾
患
に
入
る
ほ
ど
の
重
度
で
能
力
喪
失
さ
せ
る

欲
求
以
外
は
保
険
加
入
し
な
い
だ
ろ
う
と
応
答
す
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
も
保
険
市
場
の
考
え
方
が
有
効
だ
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
。

（
３
）
小
括

こ
の
よ
う
に
、
無
人
島
へ
の
漂
流
者
に
よ
る
競
売
と
い
う
仮
想
事
例
に
端
を
発
し
た
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
に
よ
る
運
と
保
険
に
つ
い
て
の
検
討

は
、
市
場
へ
の
信
頼
に
基
づ
い
て
、
個
人
の
人
生
計
画
や
企
図
を
重
視
し
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
の
補
償
を
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。

（法政研究 86－3－370）
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こ
う
し
て
運
と
保
険
に
関
す
る
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
思
考
の
流
れ
を
詳
し
く
辿
っ
て
み
る
と
、
彼
の
考
え
方
の
中
心
に
あ
る
の
は
、
平
等
と

い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
自
由
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
平
等
の
中
で
の
自
由
の
尊
重
が
、
主
眼
で
は
な
い
の
か

と
い
う
疑
念
で
あ
る
。
そ
れ
が
様
々
な
他
の
論
者
か
ら
批
判
を
受
け
る
一
因
で
も
あ
ろ
う
。

自
由
な
選
択
の
重
視
、
市
場
へ
の
信
頼
が
随
所
に
表
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
な
ぜ
市
場
な
の
か
の
説
明
は
見
当
た
ら
な
い
。
結
局
、
個
人

の
人
格
（person
）
に
関
す
る
と
こ
ろ
の
選
択
―
―
生
き
方
、
人
生
観
等
の
選
択
―
―
は
、
測
り
よ
う
が
な
い
か
ら
、
市
場
に
任
せ
る
し

か
な
い
と
い
う
判
断
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

２
．
３
．
３
．
労
働
と
賃
金

ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
資
源
の
平
等
が
競
売
に
よ
り
実
現
さ
れ
、
障
害
へ
の
補
償
も
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
生
産
活
動
と
商
取
引
に
よ
っ
て
、

や
が
て
平
等
の
状
態
が
維
持
で
き
な
く
な
く
な
っ
て
し
て
し
ま
う
と
言
う
。
彼
は
例
を
あ
げ
て
次
の
よ
う
に
言
う
（ibid

：83

、
同
：118

）。

ま
ず
、
移
住
者
の
生
産
能
力
が
同
等
で
あ
り
、
同
じ
資
源
か
ら
同
じ
財
を
生
産
で
い
る
と
想
定
す
る
。
し
か
し
、
人
生
設
計
は
各
人
に
よ
っ

て
異
な
る
。
ひ
た
む
き
な
企
て
を
も
っ
て
資
源
を
選
択
し
、
懸
命
に
労
働
す
る
者
は
、
結
果
と
し
て
、
蓄
財
が
多
く
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
他

の
移
住
者
は
ひ
た
む
き
で
懸
命
に
生
産
す
る
こ
と
を
好
ま
な
い
。
ゆ
え
に
、
個
人
の
財
の
束
の
一
部
に
滅
私
奉
公
的
な
就
労
を
も
含
め
る
な

ら
ば
、
誰
も
勤
勉
な
エ
イ
ド
リ
ア
ン
を
羨
望
す
る
こ
と
は
な
い
し
、
分
配
が
不
平
等
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
ド
ゥ
オ
ー

キ
ン
は
た
だ
財
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
財
を
生
産
し
た
人
生
の
送
り
方
を
も
含
め
た
通
観
的
な
視
点
を
採
用
す
べ
き
だ
と
す
る
。

ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
勤
勉
に
働
く
の
を
好
む
と
い
う
の
も
、
一
種
の
高
価
な
嗜
好
だ
と
す
る
。
そ
う
捉
え
た
と
し
て
も
、
彼
の
人
生
を
全

体
と
し
て
誰
も
羨
む
こ
と
が
な
い
限
り
、
人
々
の
選
択
は
資
源
の
平
等
の
も
と
で
は
差
異
の
な
い
も
の
と
見
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
言
う

（ibid

：85

、
同
：120

）。

（86－3－371）
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（
２
）
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ゲ
イ
ト
論
を
め
ぐ
る
検
討

ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
彼
に
対
す
る
反
論
の
中
で
も
、
彼
自
身
が
最
も
重
要
な
論
点
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ゲ
イ
ト
論

だ
と
い
う
（ibid

：87-89

、
同
：123-126

）。
彼
は
、
能
力
が
ほ
ぼ
平
等
な
ら
、
競
売
は
資
源
の
平
等
を
提
供
し
て
く
れ
る
と
い
う
結
論
を

提
示
し
た
が
、
反
論
は
こ
の
結
論
を
誤
解
し
て
い
る
。
そ
の
反
論
は
、
彼
が
資
源
の
平
等
の
基
礎
と
し
て
公
正
の
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ゲ
イ

ト
論
な
る
も
の
を
受
容
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
、
と
想
定
し
て
い
る
。
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ゲ
イ
ト
論
と
は
、
も
し
初
期
条
件
が
同
一
の
状

態
か
ら
出
発
し
て
、
詐
欺
や
窃
盗
が
な
け
れ
ば
、
人
々
が
自
分
の
技
能
で
獲
得
し
た
も
の
を
各
自
が
保
持
す
る
こ
と
は
公
正
に
適
っ
て
い
る
、

と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ゲ
イ
ト
論
は
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
に
よ
る
と
、
資
源
の
平
等
と
は
ま
っ
た
く
違
う

考
え
方
で
あ
る
。
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ゲ
イ
ト
論
に
お
い
て
は
、
正
義
は
出
発
点
に
お
い
て
平
等
な
資
源
を
要
請
す
る
が
、
そ
の
論
は
、
自

分
の
労
働
を
財
な
ど
に
混
入
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
所
有
権
を
獲
得
す
る
と
い
う
あ
る
種
の
ロ
ッ
ク
的
理
論
に
お
そ
ら
く
従
い
な
が
ら
、
出

発
し
た
後
は
正
義
が
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
を
要
請
す
る
こ
と
を
も
主
張
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
二
つ
の
原
理
―
―
出
発
点
で
の
平
等
原
理
と
出
発
後
の
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
原
理
―
―

は
相
互
に
し
っ
く
り
共
存
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
言
い
分
に
よ
る
と
、
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ゲ
イ
ト
論
に
含
ま
れ
て
い

る
ロ
ッ
ク
的
財
産
論
あ
る
い
は
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
原
理
を
正
当
化
す
る
他
の
正
義
論
は
、
出
発
点
で
も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
出
発
点
で
も
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
原
理
に
よ
る
分
配
で
も
か
ま
わ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
出
発
点
は
他
の
時
点
と
何
ら
変
わ

ら
な
い
単
な
る
一
時
点
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
特
別
扱
い
を
し
て
出
発
点
の
み
に
、
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
原
理
で
は
な
く
平
等
原
理
を
要
求
す

る
の
か
理
解
で
き
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
こ
の
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ゲ
イ
ト
論
と
、
自
身
の
資
源
の
平
等
論
を
比
較
す
る
。
ま
ず
、
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
・

ゲ
イ
ト
論
に
立
つ
者
が
、
出
発
点
で
の
初
期
的
分
配
と
出
発
後
の
再
分
配
に
は
、
重
要
な
相
違
が
存
在
す
る
と
答
え
る
と
す
る
。
そ
の
理
由

は
、
出
発
点
で
は
誰
も
資
源
を
所
有
し
て
い
な
い
の
で
平
等
原
理
は
平
等
な
分
配
を
必
然
的
に
決
め
る
が
、
競
売
後
は
資
源
が
人
々
に
所
有

（法政研究 86－3－372）
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さ
れ
て
い
る
の
で
平
等
原
理
は
所
有
権
の
尊
重
原
理
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
原
理
に
な
っ
た
の
で
あ
る
、
と
答
え
た
と

す
る
。
こ
の
答
え
に
つ
い
て
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
明
ら
か
に
論
点
先
取
り
し
た
言
い
方
だ
と
批
判
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ど
の
所
有
体
制
が
ど

の
時
点
で
確
立
さ
れ
、
あ
る
い
は
変
更
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
を
ま
さ
に
考
察
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
言
う
。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、

ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ゲ
イ
ト
論
を
、
当
初
は
平
等
の
資
源
で
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
後
は
努
力
次
第
で
資
源
の
多
寡
が
決
ま

る
と
い
う
、
非
常
に
異
な
っ
た
二
つ
の
正
義
論
の
結
合
体
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
結
合
が
ま
と
ま
っ
た
一
つ
の
政
治
理
論
を
構
成
す
る
こ
と

は
不
可
能
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
自
身
の
自
身
の
原
理
は
、
平
等
の
能
力
を
も
つ
人
々
が
人
生
に
お
い
て
違
っ
た

選
択
を
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
生
涯
の
途
中
で
再
分
配
を
行
う
こ
と
は
不
公
正
で
あ
る
と
い
う
原
理
で
あ
り
、
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ゲ
イ

ト
論
へ
訴
え
か
け
る
も
の
で
は
な
い
、
と
述
べ
る
。
自
身
の
原
理
で
あ
る
資
源
の
平
等
は
、
人
々
の
生
涯
全
体
へ
と
向
け
ら
れ
て
お
り
、
首

尾
一
貫
し
て
い
る
と
主
張
す
る
。
つ
ま
り
、
資
源
の
平
等
な
分
割
は
一
時
点
で
は
適
正
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
時
点
で
は
適
正
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
を
想
定
し
て
い
な
い
と
述
べ
る
。
た
だ
し
、
あ
る
時
点
で
個
人
に
と
っ
て
利
用
可
能
な
資
源
は
、
他
の
諸
時
点
で
彼
に
と
っ
て

利
用
可
能
で
あ
っ
た
資
源
、
あ
る
い
は
彼
に
よ
っ
て
消
費
さ
れ
た
資
源
の
関
数
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
今
の
時
点
で
或
る
個
人

に
金
が
な
い
の
は
、
彼
が
過
去
に
お
い
て
高
価
な
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
う
る
と
言
う
。

こ
う
し
て
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
資
源
の
平
等
が
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ゲ
イ
ト
論
で
は
な
い
と
主
張
す
る
。
た
だ
し
、
平
等
に
反
す
る
こ

と
を
承
知
の
上
で
、
資
源
の
分
配
が
個
人
の
企
図
に
敏
感
で
あ
る
こ
と
を
容
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

資
源
の
分
配
は
、
行
う
選
択
が
他
人
に
及
ぼ
す
コ
ス
ト
、
な
い
し
他
人
に
与
え
る
利
益
を
反
映
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
結
果
、

選
択
に
よ
っ
て
利
得
が
生
じ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
を
保
持
で
き
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
も
述
べ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
が
自
身
の
資
源
の
平
等
が
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ゲ
イ
ト
論
と
は
似
て
非
な
る
も
の
だ
と
述
べ
る
理
由
は
、

自
論
の
首
尾
一
貫
性
と
、
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ゲ
イ
ト
論
の
非
‐
首
尾
一
貫
性
に
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

は
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
が
自
論
を
「
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ゲ
イ
ト
論
」
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
理
由
は
、
生
涯
の
過
程
を
通
し
て
不
平
等
な

（86－3－373）
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才
能
に
対
し
て
補
償
を
配
分
す
る
か
ら
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
あ
る
（A

nderson 1999

：308

）
と
述
べ
る
が
、
よ
り
端
的
に
言
う
な
ら
ば
、

そ
の
理
由
は
首
尾
一
貫
性
の
問
題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
が
頑
な
に
主
張
す
る
よ
う
に
、
資
源
の
平
等
と

ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ゲ
イ
ト
論
は
違
う
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
理
論
的
に
は
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
が
述
べ
る
よ
う
な
違
い
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な

い
。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
資
源
の
平
等
は
、
出
発
点
で
あ
る
競
売
時
か
ら
出
発
後
の
人
々
の
人
生
の
過
程
全
般
を
通
じ
て
首
尾
一
貫
し
た
資
源

分
配
の
平
等
を
求
め
る
の
に
対
し
て
、
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ゲ
イ
ト
論
は
出
発
点
で
は
平
等
を
求
め
、
そ
の
後
は
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
に
転

じ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
も
認
め
る
よ
う
に
、
資
源
の
平
等
は
、
出
発
点
で
は
平
等
な
資
源
の

分
配
を
行
う
が
、
そ
れ
以
後
は
、
資
源
の
平
等
を
追
求
す
る
に
せ
よ
、
個
人
の
企
図
・
人
生
計
画
・
選
択
に
敏
感
で
あ
る
こ
と
を
是
と
す
る

た
め
に
、
強
制
的
に
介
入
し
て
平
等
化
を
図
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
。
キ
ム
リ
ッ
カ
が
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
を
「『
驚
く
べ
き
保
守
的
』

傾
向
が
あ
る
」（K

im
licka 2002: 82-3, 92

：
邦
訳
：121-2, 135

）
と
認
め
る
一
因
が
こ
こ
で
も
垣
間
見
れ
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
は
キ
ム
リ
ッ
カ
が
整
理
す
る
よ
う
に
、「『
意
欲
を
反
映
し
や
す
く
』『
資
質
を
反
映
し
に
く
い
』
と
い
う
目
標
」（ibid

：

75, 

同
：110

）、
あ
る
い
は
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
が
「
選
択
の
反
映
し
や
す
さ
と
状
況
の
反
映
し
に
く
さ
の
双
方
を
備
え
た
政
策
を
作
り
た
い
と

望
ん
で
い
る
」
こ
と
か
ら
派
生
す
る
問
題
と
も
言
え
る
。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
自
身
も
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
我
々
は
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ゲ
イ
ト
論
を
拒
否
す
べ
き
で
あ
り
、（
少
な
く
と
も
現
実
の
世
界
に
お
い
て
は
）
平
等
の
要
請
は
こ
れ
と

逆
の
方
向
に
働
く
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方
で
我
々
は
、
平
等
に
違
背
す
る
こ
と
を
覚
悟
の
う
え
で
、
い
か
な
る
特
定

の
時
点
に
お
い
て
も
資
源
の
分
配
が
（
こ
う
言
っ
て
よ
け
れ
ば
）
企
図
に
敏
感
（am

bition-sensitive

）
で
あ
る
こ
と
を
容
認
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
資
源
の
分
配
は
、
人
々
の
行
う
選
択
が
他
人
に
及
ぼ
す
コ
ス
ト
、
な
い
し
他
人
に
与
え
る
利
益
を
反
映

す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
結
果
、
例
え
ば
消
費
よ
り
も
投
資
を
選
択
す
る
人
々
や
比
較
的
に
安
価
な
消
費
を
選
択
す
る

人
々
、
あ
る
い
は
他
人
に
と
っ
て
よ
り
利
益
に
な
る
仕
方
で
仕
事
を
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
人
々
に
対
し
て
は
、
平
等
な
競
売
と
、
こ
れ

（法政研究 86－3－374）
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に
引
き
続
く
自
由
な
取
引
で
為
さ
れ
た
こ
の
種
の
決
定
か
ら
生
ま
れ
る
利
得
を
保
持
で
き
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
他
方
我
々
は
、
あ
る
時
点
に
お
け
る
資
源
の
分
配
が
才
能
に
敏
感
（endow

m
ent-sensitive

）
で
あ
る
こ
と
を
許
容
し
て
は
な
ら

な
い
。
つ
ま
り
同
じ
企
図
を
抱
く
人
々
の
間
で
営
ま
れ
る
自
由
放
任
主
義
の
経
済
に
お
い
て
所
得
の
相
違
を
生
み
出
す
よ
う
な
能
力
上

の
差
異
が
、
資
源
の
分
配
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
我
々
は
許
容
し
て
は
な
ら
な
い
」（D

w
orkin 2000

：89

、
邦
訳
：126

）。

（
３
）
能
力
あ
る
者
の
奴
隷
状
態

こ
の
よ
う
に
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
自
ら
の
理
論
が
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ゲ
イ
ト
論
で
は
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
中
で
、
い
か
な
る
時
点

に
お
い
て
も
資
源
の
分
配
が
企
図
に
敏
感
で
あ
る
こ
と
を
容
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
る
。
し
か
し
他
方
、
あ
る
時
点
で
の
資
源
の

分
配
が
才
能
に
敏
感
で
あ
る
こ
と
を
許
容
し
て
は
な
ら
な
い
と
も
述
べ
る
。
そ
こ
で
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
こ
の
競
合
す
る
二
つ
の
要
請
の

間
の
妥
協
を
は
か
る
何
ら
か
の
処
方
を
案
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
、
次
に
検
討
し
て
い
る
（ibid

：89-92

、
同
：126-130

）。

ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
次
の
よ
う
な
検
討
を
行
う
。
こ
こ
で
も
仮
想
事
例
が
用
い
ら
れ
る
。
競
売
で
の
資
源
に
労
働
力
が
含
ま
れ
る
こ
と
を

認
め
た
と
想
定
す
る
と
、
自
分
や
他
人
の
労
働
力
を
支
配
す
る
権
利
に
値
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
で
も
、
特
殊
技
能
は
、
社
会
全
体

を
益
す
る
も
の
と
な
る
。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
能
力
あ
る
者
が
奴
隷
状
態
に
陥
る
こ
と
は
、
許
容
で
き
な
い
と
す
る（

２
）。

そ
の
た
め
、
禁
止
の

た
め
の
論
拠
を
模
索
す
る
。

ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
に
よ
る
と
、
人
々
が
自
分
の
能
力
の
た
め
に
罰
せ
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
は
、
人
々
は

自
分
の
優
れ
た
能
力
か
ら
生
じ
る
利
益
の
独
占
を
許
容
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
観
念
を
拒
絶
す
る
際
に
依
拠
す
る
原
則
の
一
部
で
あ
る
。
羨
望

テ
ス
ト
は
、
ど
ち
ら
も
禁
止
す
る
。
エ
イ
ド
リ
ア
ン
が
詩
の
才
能
の
た
め
の
権
利
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
他
の
資
源
を
放
棄
す
る
こ
と
に
な

れ
ば
、
エ
イ
ド
リ
ア
ン
が
他
者
の
資
源
の
束
を
羨
む
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
羨
望
テ
ス
ト
を
成
り
立
た
す
た
め
に
、
能
力
が

及
ぼ
す
影
響
力
を
消
去
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（86－3－375）
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こ
こ
で
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
所
得
税
に
よ
る
資
源
の
定
期
的
な
再
分
配
と
い
う
考
え
方
に
注
目
す
る
。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
に
よ
る
と
、
所

得
税
が
適
切
な
手
段
と
思
わ
れ
る
の
は
、
そ
れ
は
能
力
の
相
違
か
ら
生
じ
る
効
果
を
消
し
去
る
が
、
あ
る
個
人
が
職
業
を
選
択
す
る
こ
と
で

生
じ
る
結
果
は
維
持
す
る
よ
う
な
再
分
配
の
体
制
を
導
き
う
る
か
ら
で
あ
る
。

続
け
て
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
言
う
。
税
制
が
魅
力
的
で
あ
る
為
に
は
、
妥
協
を
正
確
に
実
現
す
る
税
率
を
確
定
で
き
る
か
否
か
が
問
題
と
な

る
。
そ
れ
を
確
定
す
る
た
め
に
は
、
富
に
お
け
る
、
能
力
に
起
因
す
る
要
素
と
、
企
図
に
起
因
す
る
要
素
を
区
別
し
て
、
能
力
の
相
違
に
起

因
す
る
要
素
だ
け
を
徴
収
す
る
税
を
考
案
し
た
い
が
、
こ
れ
は
不
可
能
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
能
力
と
企
図
は
相
互
に
影
響
し
合
う
も
の
だ

か
ら
で
あ
る
。
能
力
と
い
う
も
の
は
培
わ
れ
発
展
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
い
ち
ど
き
に
開
花
す
る
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
転
じ
て
、
万

人
の
生
産
能
力
が
平
等
と
仮
定
し
た
場
合
、
各
人
が
得
た
で
あ
ろ
う
所
得
を
各
人
に
残
す
よ
う
税
率
を
確
定
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
ど
の
種
の
能
力
を
ど
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
万
人
が
平
等
に
持
つ
か
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の
平
等
な
能
力
を
異
な
っ

た
程
度
の
努
力
で
活
用
し
た
人
々
が
、
い
く
ら
の
所
得
を
入
手
す
る
こ
と
に
な
る
か
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
困
難
を
確
認
し
た
後
で
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
再
度
、
課
題
の
検
討
に
戻
る
。
見
出
し
た
い
も
の
は
、
職
業
の
相
違
か
ら
生
じ

る
富
の
不
公
正
な
差
異
を
公
正
な
差
異
か
ら
区
別
す
る
方
法
で
あ
る
。
不
公
正
な
差
異
と
は
、
遺
伝
的
な
運
に
起
因
す
る
差
異
で
あ
り
、
あ

る
人
々
を
裕
福
に
す
る
が
他
の
人
々
に
は
拒
否
さ
れ
て
い
る
能
力
に
起
因
す
る
差
異
で
あ
る
、
と
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
能
力
の
相
違
の

問
題
は
、
あ
る
意
味
で
身
体
障
害
の
問
題
に
似
て
く
る
と
指
摘
す
る
。

２
．
３
．
４
．
保
険
料
と
し
て
の
税
金

ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
仮
想
保
険
の
構
造
を
税
制
度
へ
と
転
換
さ
せ
う
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
（ibid

：99-109

、
同
：140-152

）。
結
果

と
し
て
、
次
の
よ
う
に
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
言
う
（ibid

：108

、
同
：151-152

）。
い
か
な
る
分
配
理
論
も
企
図
や
人
生
計
画
に
敏
感
に
反
応

（法政研究 86－3－376）
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す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
要
請
が
資
源
の
平
等
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
こ
と
、
分
配
や
再
分
配
の
ど
ん
な
体
制
も

共
同
体
の
す
べ
て
の
人
が
送
る
こ
と
を
欲
し
、
か
つ
送
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
る
人
生
に
広
範
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
理
解
し
た
な
ら

ば
、
資
源
の
平
等
は
こ
れ
を
無
視
す
る
よ
う
な
仕
方
で
定
義
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
単
純
な
言
明
を
我
々
は
疑
い
を
も
っ
て
み
つ
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
資
源
の
平
等
は
複
雑
な
理
念
で
あ
り
、
一
定
の
範
囲
内
で
、
相
互
に
異
な
る
多
様
な
分
配
を
是
認
す
る
不
確
定
な
理
念

な
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
次
の
こ
と
だ
け
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
理
念
を
い
か
に
解
釈
し
よ
う
と
、
解
釈
が
擁
護
可
能
な
も
の
と
さ
れ
る
た

め
に
は
、
理
念
の
様
々
な
様
相
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ど
ん
な
解
釈
も
、
あ
る
人
間
の
送
る
人
生
が
他
人
に
及
ぼ
す
コ
ス
ト
に
気
を

配
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
要
請
を
頭
か
ら
拒
否
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

２
．
３
．
５　

他
の
正
義
理
論

第
二
章
の
「
資
源
の
平
等
」
で
の
最
後
で
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
他
の
正
義
理
論
と
自
身
の
理
論
の
比
較
を
行
っ
て
い
る
。
比
較
の
前
に
、

彼
は
、
複
雑
な
現
実
世
界
で
通
用
す
る
理
論
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
が
、
実
際
に
は
単
純
な
状
況
設
定
の
中
で
す
ら
、
完
全
な
理
論

化
に
は
程
遠
い
と
告
白
す
る
。
そ
し
て
、
自
身
の
単
純
な
状
況
設
定
で
は
、
贈
与
や
相
続
に
よ
る
財
の
移
転
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
と
述
べ

る
（ibid

：109

、
同
：152-153

）。
さ
ら
に
、「
政
治
的
平
等
を
経
済
的
平
等
と
は
全
く
異
な
っ
た
問
題
と
み
な
す
こ
と
は
完
全
な
誤
り
で
あ

る
」（ibid

、
同
：153

）
と
強
調
す
る
。

　

比
較
で
は
、
最
初
に
功
利
主
義
と
の
関
係
が
述
べ
ら
れ
る
。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
資
源
の
平
等
に
お
け
る
競
売
は
、
財
を
同
等
に
分
割
す
る

機
械
的
で
単
純
な
分
割
方
法
に
比
べ
て
、
効
用
を
恐
ら
く
よ
く
促
進
す
る
と
し
て
、
功
利
主
義
的
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
と
自
己
評
価
す
る
。

そ
し
て
、
功
利
主
義
的
な
「
公
正
な
基
礎
的
分
配
か
ら
出
発
し
て
総
体
的
な
限
界
効
用
を
極
大
化
す
る
」（ibid

：110

、
同
：154

）
よ
う
な

分
配
は
、
自
身
の
平
等
概
念
で
も
推
奨
さ
れ
る
と
述
べ
る
。

（86－3－377）
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次
に
、
ロ
ッ
ク
的
な
正
義
論
と
し
て
、
ロ
バ
ー
ト
・
ノ
ー
ジ
ッ
ク
（Robert N

ozick

）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
ノ
ー
ジ
ッ

ク
と
は
類
似
よ
り
相
違
が
顕
著
な
の
は
確
か
だ
が
、「
市
場
観
念
に
卓
越
し
た
地
位
を
与
え
て
お
り
、
…
…
市
場
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
分

配
を
推
奨
す
る
」（ibid

：111

、
同
：154

）
点
は
共
通
し
て
お
り
、
説
得
的
だ
と
す
る
。

し
か
し
、
ノ
ー
ジ
ッ
ク
に
と
っ
て
「
分
配
を
正
当
化
す
る
際
に
市
場
が
果
た
す
役
割
は
消
極
的
で
あ
る
と
同
時
に
偶
然
的
な
も
の
に
す
ぎ

な
い
」（ibid
：112
、
同
：156

）
し
、「
ノ
ー
ジ
ッ
ク
に
と
っ
て
正
義
は
、
合
理
的
人
間
が
営
む
公
正
な
市
場
で
到
達
さ
れ
る
よ
う
な
分
配

で
な
く
、
…
…
歴
史
的
な
出
来
事
と
し
て
現
実
に
生
ず
る
分
配
に
存
す
る
の
で
あ
り
」（ibid

、
同
）、
分
配
の
過
程
に
市
場
取
引
が
含
ま
れ

る
必
要
は
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
、「
こ
れ
に
対
し
て
資
源
の
平
等
の
も
と
で
市
場
が
登
場
す
る
と
き
、
そ
れ
は
よ
り
一
層
積
極
的
で
あ
る
」

（ibid

、
同
）。

最
後
に
、
ロ
ー
ル
ズ
と
の
対
比
で
あ
る
。
大
き
な
違
い
は
、
ロ
ー
ル
ズ
は
、「
経
済
的
に
最
も
恵
ま
れ
な
い
社
会
集
団
よ
り
上
位
の
諸

集
団
の
間
で
分
配
が
相
互
に
ど
れ
ほ
ど
異
な
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
格
差
原
理
が
十
分
な
注
意
を
払
っ
て
い
な
い
」（ibid

：

113

、
同
：158

）
と
し
て
、「
資
源
の
平
等
は
、
こ
の
よ
う
な
特
別
の
立
場
に
お
か
れ
た
何
ら
か
の
集
団
を
取
り
上
げ
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な

い
」（ibid

：114

、
同
：159

）
と
す
る
。

２
．
３
．
６　

ま
と
め

こ
う
し
て
見
る
と
、
キ
ム
リ
ッ
カ
も
認
め
る
よ
う
に
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
理
論
に
は
「
驚
く
べ
き
保
守
的
」
傾
向
が
あ
り
（K

ym
lica 

2002

：82-3, 92-94

、
邦
訳
：121-2, 134-7

）、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
政
策
提
言
は
不
平
等
な
状
況
の
改
善
に
、
さ
ほ
ど
役
立
た
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
選
択
し
て
得
た
も
の
に
は
絶
対
的
に
所
有
す
る
権
利
が
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
生
じ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（法政研究 86－3－378）
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２
．
４
．
至
高
の
徳
再
論

冒
頭
で
述
べ
た
「
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
『
至
高
の
徳
』
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
特
集
で
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
マ
イ
ケ
ル
・
オ
オ

ツ
カ
（M

ichael O
tsuka

）
ら
の
批
判
に
応
え
て
い
る
。
こ
こ
で
も
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
保
守
主
義
的
な
傾
向
が
批
判
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、

こ
れ
に
対
し
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
激
し
い
社
会
的
副
作
用
を
無
視
し
て
平
等
を
追
求
す
る
愚
を
警
め
る
。
平
等
化
し
て
も
社
会
全
体
の
活
力

が
低
下
す
る
危
険
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
副
作
用
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
普
通
の
人
間
が
自
身
の
人
生
計
画
を
追
求
し
つ
つ
、
無
理

な
く
加
入
で
き
る
保
険
の
枠
内
で
一
定
の
格
差
是
正
を
目
指
す
こ
と
の
適
切
さ
を
説
い
て
い
る
（D

w
orkin 2002

：122-129；

飯
田2006

：

29-30

）。
注＊

こ
の
章
の
文
章
は
、
筆
者
が
二
〇
一
一
年
に
書
い
て
未
公
表
で
あ
っ
た
も
の
を
、
本
稿
の
規
程
の
長
さ
に
合
う
よ
う
に
縮
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
１ 

）
一
方
で
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
現
実
の
決
定
に
お
い
て
確
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
事
例
で
は
、
政
治
的
手
段
に
よ
っ
て
選
択
す
る
よ
り
も
、
競
売
に
か

け
る
ほ
う
が
公
正
な
場
合
が
あ
る
が
、
こ
の
場
合
で
さ
え
、
理
論
的
な
探
求
が
奨
励
す
る
構
想
（design

）
で
、
現
実
の
競
売
を
遂
行
す
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
可
能
で
も
な
く
、
望
ま
し
く
も
な
い
と
す
る
。

（
２ 

）
し
か
し
、
考
え
て
み
る
に
、
社
会
的
な
動
物
た
る
人
間
は
、
社
会
的
な
評
価
を
得
た
い
と
通
常
は
思
う
は
ず
で
あ
り
、
社
会
に
お
い
て
「
能
力
が
あ
る
」

と
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
喜
び
を
得
る
の
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
。
農
業
の
才
能
が
あ
る
エ
イ
ド
リ
ア
ン
が
、
農
業
に
従
事
し
て
莫
大
な
収
入
を
生
み
出
す

こ
と
に
何
ら
喜
び
を
見
出
さ
な
い
と
い
う
の
は
稀
な
ケ
ー
ス
か
も
し
れ
な
い
。
も
っ
と
言
え
ば
、
評
価
自
体
が
社
会
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
あ
る
程
度

は
、
社
会
の
評
価
に
従
っ
て
生
活
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
え
、
労
働
は
生
活
の
た
め
の
糧
で
あ
り
、
自
分
が
や
り
た
い
と
思
う
仕
事
に

就
く
こ
と
が
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
社
会
が
あ
る
程
度
評
価
を
す
る
仕
事
に
よ
っ
て
生
活
を
維
持
し
て
、
余
暇
で
自
分
が
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
を

や
る
と
い
う
こ
と
も
十
分
に
あ
り
え
る
話
で
あ
る
。

（86－3－379）
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３
．「
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
と
運
の
平
等
主
義
―
―
比
較
」

こ
こ
で
は
、
ア
ー
ネ
ソ
ン
が
二
〇
一
八
年
に
公
刊
し
た
論
文
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。

ま
ず
、
ア
ー
ネ
ソ
ン
は
、「
一
九
八
一
年
に
ロ
ナ
ル
ド
・
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
「
平
等
と
は
何
か
」
に
関
す
る
厳
然
と
し
た
論
稿
を
公
刊
し
、

そ
の
論
稿
は
、
後
に
「
運
の
平
等
主
義
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
政
治
哲
学
の
ト
レ
ン
ド
を
引
き
起
こ
し
た
」（A

rneson 2018

：41

）

と
述
べ
る
。
そ
し
て
、「
右
派
ロ
ッ
ク
的
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
支
持
者
で
あ
る
ロ
バ
ー
ト
・
ノ
ー
ジ
ッ
ク
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
異
議
に

直
面
し
て
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
平
等
主
義
の
社
会
正
義
観
で
強
力
な
擁
護
論
を
は
っ
き
り
と
述
べ
た
功
績
が
あ
る
」（ibid

）と
す
る
。
ア
ー

ネ
ソ
ン
は
、
ノ
ー
ジ
ッ
ク
に
つ
い
て
説
明
を
始
め
る
。
ノ
ー
ジ
ッ
ク
は
、
思
考
実
験
を
提
示
し
て
、
そ
の
実
験
の
中
で
ま
ず
、
分
配
的
正
義

論
が
十
分
に
実
行
さ
れ
た
と
仮
定
し
、
話
を
単
純
化
す
る
た
め
に
、
こ
の
正
議
論
は
す
べ
て
の
者
が
同
じ
も
の
を
持
つ
べ
き
と
い
う
平
坦
な

平
等
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の
仮
説
に
よ
る
公
正
な
分
配
か
ら
始
め
て
、
人
々
が
生
活
の
過
程
で
行
動
を
選
択
し
て
い
く
と
、
奇
跡
が
な
け
れ

ば
、
後
に
は
不
平
等
が
生
じ
る
結
果
と
な
る
。
し
か
し
、
人
々
が
公
正
に
行
動
し
て
、
自
発
的
に
自
分
の
目
標
を
追
求
す
る
選
択
を
す
る
な

ら
ば
、
後
の
不
平
等
な
分
配
は
公
平
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
矛
盾
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
分
配
的
正
義
は
平
等
な
分
配
を
要
請
す
る

と
い
う
初
期
の
仮
定
を
放
棄
す
べ
き
で
あ
る
と
、
ノ
ー
ジ
ッ
ク
は
駆
り
立
て
る
（ibid

：41-2

）。

ア
ー
ネ
ソ
ン
に
よ
る
と
、「「
平
等
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
へ
の
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
答
え
は
ノ
ー
ジ
ッ
ク
へ
の
回
答
と
し
て
み
る
こ
と
が

で
き
る
」（ibid

：42

）。「
私
的
所
有
財
を
分
配
す
る
際
に
平
等
に
配
慮
す
る
限
り
、
物
的
資
源
の
初
期
分
配
を
支
持
す
べ
き
で
あ
る
。
初
期

分
配
は
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
均
衡
結
果
で
あ
り
、
そ
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
、
そ
う
い
う
資
源
が
全
て
競
り
に
出
さ
れ
、
全
て
の
人
は
競
り
の

た
め
の
平
等
な
資
源
を
持
ち
、
市
場
的
価
値
の
あ
る
才
能
を
持
た
な
か
っ
た
り
、
障
害
を
負
っ
た
り
す
る
こ
と
に
備
え
る
二
つ
の
仮
想
的
保

険
市
場
に
よ
っ
て
補
わ
れ
る
。
市
場
的
価
値
の
あ
る
才
能
に
つ
い
て
は
、
自
分
が
持
つ
こ
と
に
な
る
才
能
を
予
知
で
き
な
い
個
人
は
、
低
い

市
場
価
値
の
才
能
を
持
つ
こ
と
に
備
え
る
保
険
を
購
入
す
る
機
会
を
も
つ
。
障
害
に
備
え
る
保
険
の
市
場
で
は
、
人
々
に
起
こ
り
う
る
様
々

（法政研究 86－3－380）
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な
障
害
の
発
生
や
、
そ
の
よ
う
な
障
害
の
た
め
の
救
済
方
法
（
例
え
ば
、
近
視
の
た
め
の
眼
鏡
）
を
知
っ
て
い
る
が
、
自
分
が
ど
の
よ
う
な

障
害
を
も
つ
か
に
つ
い
て
の
可
能
性
が
分
か
ら
な
い
個
人
は
、
障
害
を
も
つ
こ
と
に
な
る
場
合
に
備
え
る
保
険
を
購
入
す
る
機
会
を
持
つ
。

保
険
市
場
は
、
帳
尻
が
合
う
よ
う
に
運
営
さ
れ
る
」（ibid

）。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
ノ
ー
ジ
ッ
ク
の
懸
念
、
つ
ま
り
、
い
か
な
る
公
平
な
分

配
も
個
人
の
自
由
を
侵
害
す
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
平
等
主
義
は
個
人
の
責
任
に
非
敏
感
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
対
処
す
る
た
め
に
、

保
険
と
い
う
切
り
札
を
使
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ア
ー
ネ
ソ
ン
は
言
う
。「
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
が
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
っ
た
社
会
正
義
観
は
批
判
者
を
魅
了
し
た
。
彼
は
二
〇
〇
〇
年
に
『
至

高
の
徳
―
―
平
等
の
理
論
と
実
践
』
を
出
版
し
、
社
会
的
正
義
の
要
請
に
つ
い
て
の
広
範
な
解
釈
を
提
示
し
た
」（ibid

：43

）。
そ
の
出
発

点
は
、（
私
的
な
個
人
と
は
違
い
）
政
府
は
そ
の
管
轄
下
に
あ
る
市
民
各
人
を
平
等
な
配
慮
と
尊
重
で
処
遇
す
る
義
務
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
い
く
つ
か
の
信
念
か
ら
の
行
為
を
要
求
す
る
。
第
一
に
、
政
治
共
同
体
の
各
成
員
の
生
活
は
う
ま
く
い
く
べ
き
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
信
念
で
あ
り
、
第
二
に
個
人
が
自
分
の
生
活
を
自
分
で
作
る
譲
渡
で
き
な
い
責
任
が
あ
る
と
い
う
信
念

で
あ
る
。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
が
立
役
者
で
あ
る
運
の
平
等
主
義
に
対
す
る
批
判
を
ア
ー
ネ
ソ
ン
は
、
三
つ
に
分
類
す
る
。
第
一
に
、「
運
主
義
」

自
体
に
対
す
る
批
判
、
第
二
に
「
個
人
責
任
」
で
あ
る
こ
と
に
対
す
る
批
判
、
第
三
に
平
等
主
義
自
体
を
嫌
う
こ
と
か
ら
生
じ
る
批
判
で
あ

る
。と

こ
ろ
が
、
続
け
て
ア
ー
ネ
ソ
ン
は
言
う
。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
を
運
の
平
等
主
義
の
創
始
者
で
あ
り
、
そ
の
中
心
人
物
と
し
て
扱
っ
て
き
た

が
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
作
品
を
、
運
の
平
等
主
義
一
族
の
中
で
標
準
的
な
一
員
と
し
て
み
な
す
批
判
者
へ
の
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
魅
力
的
な

応
答
は
、
運
の
平
等
主
義
に
、
彼
の
見
解
が
属
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
批
判
者
に
応
答
し
て
、
彼
は
「
非
選
択
的
な
特
徴
か
ら
生
じ

た
、
人
々
の
状
況
の
不
平
等
は
不
正
で
あ
る
」
と
い
う
運
の
平
等
主
義
の
コ
ア
に
な
る
考
え
方
に
固
執
す
る
こ
と
を
否
定
し
た
。
そ
う
で
は

な
く
、
彼
の
コ
ア
に
な
る
考
え
方
は
、
分
配
的
正
義
が
、
人
々
の
状
況
を
適
正
な
型
の
「
羨
望
テ
ス
ト
」
の
元
で
平
等
に
す
る
こ
と
を
要
求

す
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
テ
ス
ト
を
正
し
く
理
解
す
れ
ば
、「
可
能
な
限
り
、
悪
い
運
が
起
こ
る
前
に
悪
い
運
に
対
し
て
保
険
を
か
け
る

（86－3－381）
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機
会
を
平
等
に
す
る
べ
き
」
と
い
う
こ
と
を
要
求
し
、「
そ
の
こ
と
が
不
可
能
な
ら
、
彼
ら
に
機
会
が
あ
っ
た
な
ら
、
補
償
す
る
保
険
を
か

け
た
だ
ろ
う
と
い
う
よ
う
な
補
償
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
」
と
い
う
こ
と
を
要
求
す
る
（ibid

：44

）。
こ
れ
に
対
し
て
、
ア
ー
ネ
ソ
ン
は
興

味
深
い
感
想
を
述
べ
る
。「（
本
章
の
著
者
で
あ
る
私
を
含
め
る
）
彼
の
追
随
者
ら
に
対
す
る
、
自
分
は
運
の
平
等
主
義
者
で
は
な
い
と
い
う

ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
抗
議
は
、
ま
る
で
ロ
ー
マ
法
王
が
実
際
は
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
は
な
い
と
宣
言
す
る
こ
と
で
、
総
本
山
に
対
す
る

異
議
へ
法
王
が
応
答
し
た
の
と
同
じ
く
ら
い
衝
撃
的
に
聞
こ
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
社
会
正
義
の
候
補
概
念
に
ど
ん
な
ラ
ベ
ル
を
貼
る
か

に
つ
い
て
気
に
し
す
ぎ
る
べ
き
で
は
な
い
」（ibid

：44-45

）。

　

最
後
に
、
ア
ー
ネ
ソ
ン
は
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
洗
練
さ
れ
た
公
正
な
保
険
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
状
況
や
見
込
み
の
平
等
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
を
避
け
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
運
の
平
等
主
義
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。
こ
れ
が
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
立
場
の
メ
リ
ッ
ト
だ
と
す
る
（ibid

：

63

）。

４
．
む
す
び
に
か
え
て

ス
テ
ュ
ワ
ー
ト
・
ホ
ワ
イ
ト
（Stuart W

hite

）
は
、
運
の
平
等
主
義
に
つ
い
て
紹
介
し
た
文
章
の
最
後
の
部
分
で
、
運
の
平
等
主
義
と

そ
の
批
判
理
論
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
た
せ
な
が
ら
統
合
す
る
よ
う
な
理
論
を
見
出
す
必
要
が
あ
る
と
述
べ
る
（W

hite 2007

：95-7；

細
見

2014

：74

）。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
と
ア
ー
ネ
ソ
ン
は
、
論
争
し
な
が
ら
も
、
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
人
々
の
行
動
に
お
け
る
自
由
の
妨
げ
に
な
ら
ず
、

か
つ
社
会
正
義
に
適
い
公
正
な
制
度
を
維
持
す
る
こ
と
で
、
援
助
が
必
要
な
人
に
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

ど
の
平
等
主
義
者
も
望
む
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
巡
り
め
ぐ
り
終
わ
り
の
な
い
探
求
で
あ
っ
て
も
、
理
想
に
向
か
い
考
え
続
け
る
こ
と
が
肝
要

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

（法政研究 86－3－382）
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酒
匂
一
郎
先
生
の
ご
退
官
に
際
し
、
心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
稿
の
執
筆
開
始
時
に
は
、
文
献
ア
ク
セ
ス
に
多
大
な
障
害
の
あ
る
釧
路
の
地

で
も
必
要
な
文
献
の
入
手
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
自
身
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
す
べ
て
の
業
績
を
あ
げ
て
い
る
ア
ー
ネ
ソ
ン
を
選
び
ま
し
た
。

そ
し
て
、
先
生
の
記
念
号
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
先
生
の
日
頃
の
ご
指
導
で
あ
る
、
文
献
は
す
べ
て
読
む
こ
と
を
課
題
に
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
筆
者
の
怠

惰
な
性
格
と
非
力
か
ら
、
課
題
は
ほ
と
ん
ど
進
捗
せ
ず
、
〆
切
り
の
日
を
迎
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
叱
り
を
待
つ
し
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
　

 　

酒
匂
一
郎
先
生
は
、
年
末
年
始
を
除
い
て
土
日
を
含
む
一
年
の
ほ
ぼ
毎
日
、
朝
一
〇
時
以
前
か
ら
夜
二
一
時
頃
ま
で
研
究
室
で
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
私
は
個
人
的
に
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
の
よ
う
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
語
・
英
語
は
も
と
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
文
献
も
、
綺
麗
な
発

音
で
読
ま
れ
、
す
ら
す
ら
と
的
確
に
訳
さ
れ
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
驚
愕
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
お
姿
を
身
近
で
拝
見
し
て
、
先
生
の
お
背
中
を

見
上
げ
な
が
ら
、
研
究
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
た
い
へ
ん
幸
い
な
こ
と
で
し
た
。

　
　

 　

先
生
の
ご
退
官
後
の
ご
健
康
を
お
祈
り
し
、
酒
匂
法
哲
学
の
今
後
の
さ
ら
な
る
展
開
を
心
待
ち
に
し
な
が
ら
、
不
肖
の
者
は
筆
を
お
く
こ
と
と
い
た
し

ま
す
。

（法政研究 86－3－384）
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